
会議の概要報告 

１.会議の名称 
第２回 甲賀市し尿くみ取り券売上金不足問題第三者調査 

委員会 

２.開催日時 
令和７年９月２９日（月） 

    １０時００分 ～ １１時３０分 

３.開催場所 甲賀市役所５階第４委員会室 

４.議題 
・旧甲南町のし尿くみ取り業務の手順、システムの検証 

・次回の委員会について 

５.公開又は非公開の別 

□ 公開    

□ 一部公開 

☑ 非公開 

（一部公開・非公開の理由）個人のプライバシーの確保、 

  及び委員の闊達な議論の場を確保 

６.出席者 
委員 ４名（欠席０名） 

事務局職員 

７.傍聴者数  １名（報道機関） ※ 委員長あいさつまで 

８.会議資料 

 1．し尿くみ取り券フロー 資料１ 

 2．旧甲南町し尿くみ取り料金事務処理フロー 資料 2 

3．し尿くみ取り券の管理方法について 資料 3 

９.議事の結果概要 

【議事】 

（１）旧甲南町のし尿くみ取り業務の手順、システムの検証 

 主な意見及び質疑 

 ・くみ取り実績ではなく、くみ取り券の売上額を市から行政

事務組合に送金していたのか。 

 ・なぜ欠損金に気づかなかったのか。 

   日々の残金確認ができていなかった。 

   販売金不足が生じた要因の一つとして、券売機の釣銭を

売上金から使っていたことが考えられる。 

   市も行政事務組合も当時は券の在庫管理をしておらず、

売上管理が明確にできていなかった。 

 ・し尿くみ取りは、行政事務組合に共同処理してもらってい

るものであるが、お金のやり取りも含めて市も一緒にして

おり、行政事務組合と市のもたれ合い、責任の所在が曖昧

という部分もあるのではないか。 



 ・市として、くみ取り券を行政事務組合から預り、売上金や

在庫管理を日々着実にやっていればここまでならなかっ

たのではないか。 

 ・釣銭を売上から補充するなど、日々の管理がされていない

ことが信じられない。 

 

【まとめ】 

 ・公金管理に対する意識がルーズであった。とりわけ責任者

である課長レベルでの資金管理の認識の甘さ、ルーズさが

あったと感じとれる。 

 

（２）次回の委員会について 

 ・問題が発生した後の調査を含めた対応の仕方の検討になる

が、本日の話とこれまでの資料を合わせて議論する場にす

る。 

 ・委員間での意見交換や事実認識について確認等をする。 

・問題が発覚した以降の動きについて検討したい。 

 ・疑問点や問題点を出し合い、委員会として問題の整理をし

たい。 

 

  １０月１４日（火）１０時～１１時３０分 第４委員会室 

    本日の内容とその後の調査結果についての検討 

 

 


